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○ 受賞の感想と今後の抱負  

 

このたびは、𠮷田壽記念三重医学研究振興会賞という名誉ある賞を賜り、心より光栄に存じます。本受賞

は、2013 年より継続してきた「三重 ACS レジストリ」を基盤とした地域連携型循環器診療の取り組みが評価さ

れたものと受け止めております。多職種・多施設と協働し、データに基づく診療の質改善を積み重ねてきた成

果と考えております。今後も本賞を励みに、循環器医療のさらなる発展と患者予後の改善に資する診療・研

究に真摯に取り組んでまいります。 

 

○ 受賞テーマ 

「三重 ACS レジストリを基盤とした診療実態の可視化・課題抽出・対策実装を一体とし

た循環器診療体制の推進に尽力し、新たな心臓カテーテル治療の県内への導入・普及に

おいて中心的な役割を果たすなど、全国に誇る医療モデルに貢献」 

 

○ 臨床医学（診療）分野に於いて成し遂げた顕著な業績 

「三重 ACS レジストリを基盤とした県内診療連携体制の推進と新たな心臓カテーテル治療の導入・

普及」 

 

○ 業績の概要と将来展望  

 （概要） 

本取り組みは、「三重 ACS レジストリ」を中核としたデータ駆動型の診療改善と構造的心疾患

（SHD）の新規カテーテル治療の安全な導入・普及を軸として、三重県の循環器診療を体系的に底

上げしてきた現在継続中の実装プロジェクトである。 

ACS レジストリによって急性心筋梗塞(AMI)診療実態の可視化—課題抽出—対策実装—再評価のサ

イクルを確立し、em-PCI 施行率の上昇、機械的循環補助（IABP／Impella／ECMO）の適正運用、集

中治療の標準化を通じて、特に Killip IV を含む重症 AMI の短期・中期予後改善を実地データで

示した。 

 

  SHD 領域では、TAVI(経カテーテル的大動脈弁置換術)の体系化を起点に、M-TEER(経カテーテル

的僧帽弁クリップ術)・PTSMA(径カテーテル的心筋焼灼術)・LAAO(経カテーテル的左心耳閉鎖術・

PFO occlusion (卵円孔閉鎖術)などを適応評価から周術期管理・合併症対応までの診療を体制の

構築。多施設とのカンファレンス、病病連携、病診連携を整え、治療件数の年次増加と安定した

成績を両立した。また、重症循環不全には Impella を導入し、今後は埋込み型補助人工心臓（LVAD）



の導入を見据えてチーム体制を拡充している。 

 

 

教育・社会貢献の面では、大学院生の臨床研究指導、後期研修医への PCI／SHD 手技教育を組織

化し、市民公開講座やメディア発信を通じて一次予防と早期受診行動の啓発を継続。学術的にも

レジストリを基盤とした研究成果を 19 本の査読論文として発信し、2026 年日本循環器学会での

発表を予定するなど、地域発の実装知を国内外へ展開している。 

 

（関連分野における本業績の特筆すべき点） 

・レジストリ“運用”と“実装”の往還（Implementation Science） 

単なる観察ではなく、可視化→介入（プロトコル整備・教育）→再評価のサイクルを 12 年継続。

医療の質改善をレジストリで直接駆動した点が独創的。 

 

 

・重症 AMI と SHD 治療を“両輪”で底上げ（虚血×構造的心疾患） 

em-PCI・MCS の習熟と並行し、TAVI／M-TEER／PTSMA/LAAO／PFO 閉鎖など SHD 治療を安全に導入・

普及。従来の急性期治療と慢性期の構造的治療を統合し推進した点。 

 

・地域リスクコミュニケーションの実装（公衆衛生・政策） 



市民公開講座や病病連携、病診連携を継続し、一次予防・早期受診の行動科学を取り込んだ普及

活動を展開。さらに SHD に対するカテーテル治療の県内医療機関への啓蒙など、三重大学医学部

付属病院と県内医療施設と市民をつなぐ双方向トライアングルコミュニケーションの定着。 

 

（本業績の将来期待される点） 

・病院前〜院内〜二次搬送を一気通貫で最適化（救急・集中治療連携） 

救急隊の初期評価（血圧、心拍数、SpO2、などのバイタルサイン、年齢）を活用した病院前トリア

ージと直送体制、プロトコル整備により「命のタイムライン」を短縮を目指す。救急医学・集中

治療の境界領域に実装知を提示。 

 

 

・気象データと ACS レジストリデータ統合による予測と運用改善（オペレーションズ・リサーチ） 

レジストリに気象・搬送ログ等を統合して、需要予測とカテ室稼働・スタッフ配置の前方最適化

に接続。医療資源のボトルネック解消を実データで示す基盤を整備。 

 

 

・新たな SHD の導入時の安定導入の基盤 

この 12 年間、様々な SHD 診療を導入したとによる、SHD 診療の基盤が構築され、さらなる SHD

診療を安定して導入することができる。 

 

 

○ 本業績における実績 

(1) 三重 ACS registry 累計登録患者数 



 

 

(2) 三重大学における SHD 症例数の経年推移 

 

 

市民公開講座 

(1) 2024 年 9 月 7 日：三重大学講堂 三翠ホール 『あなたの心臓を守る：専門医が教える予防法と最

新の治療』 

(2) 2021 年 2 月 13 日：名張市 武道館交流館いきいき 

 『最近の心臓病の話；新型コロナウイルスの関連の心血管障害に対する話題も含めて』 

(3) 2019 年 10 月 14 日:アスト津 4 階 アストホール、『あなたのハートは大丈夫？』 

(4) 2019 年 4 月 18 日：三重大学講堂 三翠ホール、『心臓病に対する最新治療』 

(5) 2015 年 12 月 13 日:名張市 武道館交流館いきいき、『あなたのハートは大丈夫？』 

(6) 2015 年 5 月 17 日：三重大学講堂 三翠ホール、『あなたのハートは大丈夫？』 
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○ 略歴 

(学歴) 

1999 年 3 月三重大学医学部医学科卒業 

2004 年 4 月三重大学大学院医学系研究科入学 

2008 年 3 月三重大学大学院医学系研究科卒業 



(職歴・研究歴) 

（職歴、研究歴等） 

1999 年 4 月 茅ヶ崎徳洲会総合病院 

2001 年 4 月 三重大学病院 循環器内科 

2001 年 7 月 松坂中央総合病院 循環器内科 

2003 年 4 月 尾鷲総合病院 内科 

2004 年 4 月 三重大学病院 循環器内科 

2008 年 2 月 松坂中央総合病院循環器内科 医長 

2009 年 10 月豊橋ハートセンター循環器内科 

2012 年 10 月 永井病院 循環器内科 部長 

2014 年 2 月三重大学病院 循環器内科 助教 ➡ 講師 

2024 年 4 月三重大学病院 循環器内科 准教授・副科長 

 

○ 専門分野  

循環器内科（虚血性心疾患,心不全,画像診断） 

 

○ 医学博士、専門医資格など 

（学位）  

2008 年  医学博士（三重大学） 

（専門医、認定医、指導医等） 

日本内科学会専門医・指導医 

日本循環器期学会（正会員・専門医）、 

日本心血管インターベンション学会（専門医）、 

心臓リハビリテーション学会指導士、心臓病学会（正会員）、 

ヨーロッパ心臓病学会（正会員）、 

 

（会員、その他） 

日本循環器学会（代議員） 

日本心血管インターベンション学会（代議員） 


